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議
員
定
数
に
関
し

　
　
　
　

協
議
検
討
を
重
ね
て

　

第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
は
、
議

員
定
数
条
例
（
※
１
）
の
一
部
改
正

案
が
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

　

議
員
定
数
等
の
見
直
し
は
、
平
成

28
年
５
月
か
ら
29
年
８
月
に
か
け
、

私
が
座
長
を
務
め
た
「
議
会
改
革
検

討
会
議
」
に
お
い
て
、
そ
の
基
本
的

な
考
え
方
を
協
議
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
設
け
ら
れ
た
「
議
員
定
数
等

検
討
委
員
会
」
に
お
い
て
も
私
が
委

員
長
を
務
め
、
平
成
29
年
９
月
よ
り

６
回
に
わ
た
る
協
議
を
経
て
、
今
回

の
条
例
の
一
部
改
正
案
提
出
と
な
っ

た
も
の
で
す
。　

選
挙
区
の
強
制
合
区
と

　
　
　
　
　
　

定
数
の
再
配
分

　

同
委
員
会
で
は
、
県
議
会
議
員
の

総
定
数
は
引
き
続
き
105
名
と
し
、
選

挙
区
も
現
行
を
原
則
と
し
つ
つ
も
、

一
部
の
選
挙
区
の
定
数
を
再
配
分
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
そ
の
人
口
が
公
職

選
挙
法
上
、
独
立
の
選
挙
区
と
で
き

な
い
足
柄
市
選
挙
区
を
足
柄
上
選
挙

区
と
合
わ
せ
て
一
つ
の
選
挙
区
と
す

る
（
強
制
合
区
）
と
と
も
に
、
人
口

の
増
減
に
よ
り
川
崎
市
の
２
選
挙

区
・
横
浜
市
の
１
選
挙
区
に
お
け
る

定
数
の
再
配
分
（
※
２
）
を
提
言
し

ま
し
た
。

人
口
変
動
に
よ
り

　
　
　
　

今
後
も
検
討
が
必
要

　

３
月
23
日
の
本
会
議
に
お
い
て
委

員
長
の
私
が
提
案
説
明
を
行
い
、
全

会
一
致
で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。
来

春
の
県
議
会
議
員
選
挙
は
、
改
正
さ

れ
た
当
条
例
の
も
と
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
人
口
減
に
伴
う
強
制
合
区

は
、
県
で
も
初
め
て
と
な
る
重
大
な

こ
と
で
す
。
人
口
増
と
な
る
地
域
と
、

更
な
る
人
口
減
と
な
る
地
域
の
混
在

は
、
今
後
も
十
分
に
予
想
さ
れ
る
重

要
な
課
題
で
あ
り
、
継
続
的
な
検
討

が
必
要
で
す
。　

　

人
口
は
常
に
変
動
し
ま
す
。
人
口

の
変
化
と
、
地
域
が
有
す
る
諸
課
題

の
重
要
性
と
を
よ
く
見
極
め
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
制
度
改
革
に
よ
り
今

後
も
よ
り
良
い
神
奈
川
県
を
め
ざ

し
、
県
議
会
議
員
と
し
て
活
動
し
て

参
り
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
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＊
＊
＊
＊
＊

※
１　
「
神
奈
川
県
議
会
議
員
の
定
数
、

選
挙
区
及
び
各
選
挙
区
に
お
い

て
選
挙
す
べ
き
議
員
の
数
に
関

す
る
条
例
」

※
２　

１
名
増
：
川
崎
市
川
崎
区
、

　
　
　
　
　
　
　

川
崎
市
高
津
区

　
　
　

１
名
減
：
横
浜
市
港
南
区
、

　
　
　
　
　
　
　

足
柄
市
と
足
柄
上
郡

　
　
　
　
　
　
　

の
合
区

   「議員定数条例の一部改正案」 可決
   議員定数等検討委員会委員長として
   本会議にて提案説明を行う

第
１
回
定
例
会
報
告

　

神
奈
川
県
議
会
平
成
30
年
第
１
回
定
例
会
は
、
総
額

１
兆
８
３
２
３
億
円
と
な
る
平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
案
を

始
め
、
71
件
の
議
案
を
可
決
し
、
３
月
23
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

私
が
委
員
長
を
務
め
た
議
員
定
数
等
検
討
委
員
会
に
て
協
議

を
行
い
、
今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
「
議
員
定
数
条
例
の
一
部

改
正
案
」
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議員定数条例の一部改正までの動き

28 年 5 月～ ◇「議会改革検討会議」発足
　　　　　 　座長に梅沢裕之が就任
29 年 3～ 6月 ◇平成 27 年の国勢調査から算出され

　た人口をもとに、議員定数に関する
　基本的な考え方を協議検討

29 年 9月 ◇「議員定数等検討委員会」発足
 　梅沢裕之が委員長となる
 ◇強制合区・定数の再配分を提言する

　ことを決定
　　　　　　    ◇ 6 回にわたる委員会を経て議案書を

　作成
30 年 3月 16 日 ◇報告書を議長に提出
　　　　  22 日 ◇議案書を議長に提出
　      　      23 日 ◇委員長 梅沢裕之が本会議にて提案説明
 　改正条例案が全会一致で可決
31 年 春　　　   ◇統一地方選挙・神奈川県議会議員選   
     挙より改正された条例が適用される

３
月
23
日
の
採
決
に
先
立
ち
、
同
22
日
に

議
案
書
を
議
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。
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全
国
の
警
察
で
初
の
取
組
み

犯
罪
の
取
り
締
ま
り
に

Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
シ
ス
テ
ム

　

可
決
さ
れ
た
新
年
度
の
予
算
に

は
、
犯
罪
や
事
故
の
防
止
に
Ａ
Ｉ

を
活
用
す
る
新
シ
ス
テ
ム
導
入
の

た
め
の
予
算
４
、８
０
２
万
円
が
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。　

　

治
安
の
維
持
は
県
民
に
と
っ
て

大
変
重
要
な
課
題
で
す
。
神
奈
川

県
警
察
が
保
有
す
る
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
と
、
日
々
進
化
を
続
け
る
Ａ
Ｉ

（
人
工
頭
脳
）
と
を
、
犯
罪
や
交
通

事
故
の
発
生
予
測
に
活
用
す
る
こ

と
で
、
事
件
事
故
の
未
然
防
止
に

大
い
に
役
立
つ
こ
の
シ
ス
テ
ム
の

構
築
は
、
全
国
の
警
察
で
初
の
取

組
み
と
な
り
ま
す
。

　

折
し
も
、
本
県
に
世
界
中
か
ら

選
手
や
観
戦
客
の
来
訪
が
見
込
ま

れ
る
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
１
９
大
会
の
開
催
が
近
づ
く

中
、
安
全
の
確
保
・
治
安
改
善
は

重
要
さ
を
増
し
て
お
り
、
新
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

新
た
な
シ
ス
テ
ム
を
積
極
的
に

推
し
進
め
、
県
民
の
安
全
安
心
な

暮
ら
し
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、

神
奈
川
を
安
全
で
魅
力
あ
る
都
市

と
し
て
世
界
へ
発
信
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

子
ど
も
の
未
来
へ
の
支
援

　
「
私
学
助
成
の
拡
充
」
に
つ
い
て

は
、
次
年
度
予
算
案
を
伝
え
る
新

聞
記
事
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

私
立
高
校
の
学
費
補
助
を
、
年

収
約
５
９
０
万
円
ま
で
拡
充
す
る

と
い
う
も
の
で
、
私
立
高
校
の
授

業
料
の
無
償
化
に
向
け
た
国
の
動

き
に
先
駆
け
た
も
の
で
す
。

　

知
事
に
対
し
て
は
、
自
民
党
の

代
表
質
問
に
お
い
て
、
子
ど
も
た

ち
の
教
育
に
関
し
一
層
の
充
実
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
要
望
を
し
ま
し

た
。
知
事
か
ら
は
、
私
学
に
通
う

子
ど
も
た
ち
の
就
学
上
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
や
、
各
校
の
努
力
の

経
常
費
へ
の
反
映
等
、
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
充

実
を
図
る
旨
の
答
弁
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

「
か
な
が
わ
ペ
ッ
ト
の
い
の
ち

　
　

  　
基
金
条
例
」
を
制
定

　

今
定
例
会
で
可
決
制
定
さ
れ
た

こ
の
新
し
い
基
金
は
、
県
に
保
護

さ
れ
た
犬
や
猫
な
ど
の
い
の
ち
を

守
り
、
希
望
者
に
譲
渡
す
る
取
り

組
み
の
充
実
に
必
要
な
資
金
を
積

み
立
て
る
た
め
の
も
の
で
す
。
ま

た
、
ペ
ッ
ト
を
家
族
同
様
に
愛
す

る
人
が
増
え
る
中
で
、
動
物
保
護

セ
ン
タ
ー
の
建
設
と
合
わ
せ
、ペ
ッ

ト
の
命
を
守
る
取
り
組
み
の
充
実

が
決
ま
り
ま
し
た
。

組
織
再
編
に
よ
り

　
　
　
　

   「
県
民
局
」
廃
止

　

県
庁
の
組
織
再
編
に
よ
り
、
新

年
度
か
ら
県
民
局
が
廃
止
さ
れ
ま

す
。

　

県
民
局
は
、
昭
和
52
年
に
県
民

部
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
消
費

生
活
や
子
ど
も
支
援
、
私
学
振
興
、

ま
た
男
女
共
同
参
画
、
県
民
活
動

サ
ポ
ー
ト
等
々
、
県
民
生
活
に
関

連
す
る
大
変
幅
広
い
分
野
を
担
当

し
て
き
た
部
局
で
す
。

　

今
日
ま
で
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
な
が
ら
県
民
目
線
で
数
々
の

取
組
み
を
実
施
す
る
な
ど
、
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

社
会
・
経
済
を
は
じ
め
、
県
民

生
活
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く

ま
た
加
速
度
的
に
変
化
す
る
中
、

そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
の
組
織
改

編
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
今
回

の
廃
止
も
こ
の
考
え
に
則
っ
た
も

の
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
な

が
ら
、
不
安
や
残
念
と
い
う
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

こ
れ
も
県
民
局
が
長
き
に
わ
た
り

県
民
の
信
頼
を
得
て
い
た
こ
と
の

表
れ
で
あ
る
と
と
ら
え
、
こ
れ
ま

で
県
民
局
が
担
っ
て
き
た
役
割
、

精
神
を
継
承
し
つ
つ
も
、
再
編
し

て
よ
か
っ
た
と
い
う
評
価
に
つ
な

が
ら
な
け
れ
ば
、
意
味
が
あ
り
ま

せ
ん
。　
　

　

新
た
な
体
制
が
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
役
割
を
果
た
し
、
県
民
の
信

頼
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
し
っ
か
り

と
見
届
け
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

一面に引き続き…第 1回定例会報告
第１回定例会では、30年度一般会計当初予算案を始め

とする 71件の議案を可決。また、「都道府県議会議員の
選挙区制度の見直しを求める意見書案」「2025年国際博
覧会の関西圏への誘致に関する決議案」等合わせて 6件
の意見書・決議案が可決されました。その中で県民生活
に関係の深い話題をピックアップしてご報告します。

　防災と並ぶ重要課題に高齢社会対策があります。特
に介護・医療・生活支援等の一体的な提供を図ってい
くことが重要です。地域で支え合いながら介護・医療
が必要になっても安心して生活ができ、高齢者が自ら
の意思で自分らしく生きることができる社会の構築に
向けて、市の指針をもとに区の方針・取組みを独自に
まとめた「地域包括ケアシステムの構築に向けた行動
指針」が 29年度末に策定されました。
　専門的な機関での対応拡充や人材の育成はもちろん、
病院や公的機関、地域関係者及び民間企業・店舗等が
連携をとり、次の課題に取り組みます。
　◇在宅医療・介護連携
　◇認知症対策　
　◇多様な主体による生活支援の充実
　◇介護予防
　私も、より実効性のある施策としていくため、今後
も一層議論を深めて参りたいと思います。

神奈川区
の

話題から

　神奈川区区制90周年を祝う数々の記念事業が無事に 
終了し、このほど記念事業記録誌が出来上がりました。
　多彩な特色を持つ神奈川区。行事や取組みを通して
区の魅力を改めて発
見することができ、ま
た新たなつながりを
生む良い機会になっ
たことと思います。
　神奈川区は私が生
まれ育ったふるさとで
あり、 今も家族ととも

に生活をするかけがえのない場所で
す。その神奈川区が安全で安心して
住むことができるまちとして、我々
の誇れるふるさととして益々輝いて
いくよう全力を尽くして参ります。
　

に生活をする
す。その神奈
住むことがで
の誇れるふる

「地域包括ケアシステム」の構築
各機関の連携で諸課題に取組み

建設建建設建設建設建設建設建設建設建設建設建建設設設建 が予が予が予が予が予が予が予予定さ定さ定さ定さ定さ定さ定さ定さ定されれれれるれるれるるる動動動物動 保護護
セセンセンセンセンセンタタタータータタタタ （平（平（平塚塚市塚市土屋屋）
完成完成完成完成完成完成完成完完 予想予想予想想図

「神奈川区制 90 周年記念事業記録誌」は、
自治会等関係者に配布されたほか、閲覧用
として区民利用施設に置かれています。⇒


